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破壊的イノベーション創出に向けた海外の動向
○ 世界各国は、破壊的イノベーションの創出を目指し、これまでの延長では想像もつかないような野心的な構想
を掲げ、世界トップクラスの研究者に予算や権限を与え、挑戦的研究開発を推進中。
○ 米国では、DARPA型研究が横展開。ＥＵも新たな体制づくり（EIC）が進行中。

ＤＡＲＰＡ 1985～
(国防高等研究計画局)

ＩＡＲＰＡ 1998～
(インテリジェンス高等研究計画局)

ＨＳＡＲＰＡ 2002～
(国土安全保障省高等研究計画局)

ＡＲＰＡ－Ｅ 2009～
(エネルギー高等研究計画局)

ü より挑戦的で長期的な基礎研究を支援するために新たな基金
（ＮＳＦ２０５０）を創設

ü 量子革命など重点６項目を対象として、中規模研究（２千万～
１億ドル）を支援

米 国

中 国 中東（ドバイ）
絶対に盗聴されない通信の実現

量子暗号技術用いた
通信衛星「墨子号」

世界一のスマート都市を目指し、
海外の最先端研究を誘致

時速1100kmの列車

Ｅ Ｕ

○ ＤＡＲＰＡの仕組みを省庁に横展開

脳のアポロ計画（ブレイン・イニシアティブ）

即時使用可能な宇宙輸送機

○ 国立科学財団（ＮＳＦ）による「10 big  ideas」が開始

○ 破壊的イノベーション研究を本格化するための準備プログ
ラム（EIC pilot）がスタート

ü ハイリスク研究や中小企業支援に重点化
ü 2018年から３年間で総額２．７Ｂ€（3500億円相
当）の研究資金を交付

ü 未来を先導する最先端技術開発、６つの社会
課題解決研究に対し、国内外からトップクラス
の研究者を公募（アワード方式）

European innovation council (EIC) pilotのポイント

太陽光を燃料変換
（人工光合成技術）

これまでの延長では想像もつかない野心的な構想（ムーンショット）を掲げ、挑戦的な研究開発を推進中
（インターネット、ＧＰＳ、ゲノム編集ツール等、産業・社会のあり方を根本的に変えてしまうような研究成果を創出） １



今後の課題と展開方向
○ 過去、我が国において破壊的イノベーションが起きにくかった原因分析等を踏まえつつ、
・ 失敗も許容した大胆な挑戦が可能となるようＩｍＰＡＣＴの研究開発手法を改善・強化し、関係府省
庁に普及・定着させるとともに
・ 関連施策の見直し等も図りつつ、ＩｍＰＡＣＴの取組が節目を迎えることを受け、独創的かつ野心的な
構想の下、関係府省庁が一体となって集中・重点的に研究開発を推進する仕組み（ムーンショット型の研
究開発制度）を検討し、
政府全体として非連続的なイノベーションを生み出す研究開発を継続的かつ安定的に推進する必要。

H26 H27 H29 H30

文科省
（JST未来社会創造事業）

経産省
（NEDO先導研究プログラム）

防衛省
（安全保障技術研究推進制度）
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・・・

ＦＩＲＳＴ※１

世界トップ水準の成果
の創出を目指した先端
的研究開発
（世界トップレベルの研
究者を活用）

H21

ＩｍＰＡＣＴ※２

破壊的イノベーションを
目指した挑戦的研究
開発
（目利き力のある研究
者（PM）を活用） ムーンショット型の研究開発を推進する仕組みを検討

世界中の英知を結集し、国が独創的な未来を実現
する課題を設定

トップ研究者等が野心的な研究開発構想を策定
課
題
・
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ImPACTの研究開発手法を抜本的に改善・強化
ü 研究アイデア、優秀なマネージメント人材（FIRST時のような
中心研究者）を世界中から募集

ü 複数の有望プログラムを採択・競争させ、一部失敗も覚悟し
たポートフォリオ管理

ü 失敗から得られたデータ・教訓は、「宝の山」と捉え、次に最大
活用

ü 「成功」は、必ず社会課題解決につなげる

研
究
開
発
手
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H25

今後、FIRST及びImPACT
の研究開発手法を政府
全体に普及

※１：最先端研究開発支援プログラム（平成21～25年度）
※２：革新的研究開発推進プログラム（平成25～30年度）

・課題設定に当たっては世界中の有識者やトップ研究
者等の独創的なアイデアを積極的に採用

・破壊的イノベーションを誘発する野心的な構想を策定

２


